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論文審査の要旨（2000字程度）

本論文はStudy on Electronic Structure and Physical Properties of Layered Nitride

Compounds（層状窒化物の電子構造と物性に関する研究）と題し、2次元構造と窒素に起因する興

味深い電子物性の出現が期待される物質群の1つである層状窒化物を取り上げ、その電子状態と

物性の関係を検討したもので、全5章から構成されている。第1章GeneralIntroduction（緒論）

では、本研究の背景と目的を記している。第2章　SuperconductivityofCa2tnNwithaLayered

Structure EmbeddingAnionicIndiunChainArray（陰イオンのインジウム鎖を内包する層状化合

物Ca2InNの超伝導特性）では、Ca2InⅣがバルク超伝導を示すことを見出し、その特性を記してい

る。この物質は二次元のジグザグなインジウム鎖が2次元電子化物Ca2Ⅳの層間に存在する電

子の代りに挿入された結晶構造をとっていると見なすことができる。電気抵抗と比熱湘定から
0．6正でBCSタイプのバルク超伝導を示すことを見出している。第一原理計算を用いて、この物

質はインジウム5β軌道からなる2種類のシリンダー状フェルミ面から構成されていることを示
した。‡PS測定からInはマイナスの電荷をもつことを見出し、上記の見方の妥当性を裏づけてい

る。また、2次元電子化物の層間にアニオン電子の代りにpブロック金属の層を挿入した構造を

もつ化合物は超伝導を示すのではないかという仮説を提唱している。第3章Crystal Structure

andPhysicalPropertiesofNewTransitionMetal－BasedPnictideCompOundsLaTM2AsN（ThI＝Fe，

Co，andNi）（新奇遷移金属ニクタイドLaT丸f2AsN（TM＝Fe，Co，andNi）の結晶構造と物理特性）では、

新奇遷移金属ニクタイドLaTAⅠ2AsNの合成と結晶構造および物理特性について記している。高圧合

成法を用いることで、新化合物taTM2AsNの合成に成功した。化学組成分析と粉末‡線回折から
LaTM2AsI＝ま斜方晶に属し、空間群肋Mで、T丸仏S3Nの四面体（点群Cs）から構成されるネットワー

ク構造を有する。電気伝導は金属的で、磁化測定からは葡強磁性と反強磁性が共在していること
を明らかにした。ネール温度は甜＝Fe，Co，Ⅳiに対してそれぞれ560，260，410Ⅹと報告して

いる。第4章hIagneticandElectronicStructureofFe－basedhTixed－Pnictide：LaFe2AsN（鉄

基混合ニクタイド化合物LaFe2AsNの磁気・電子構造）では、中性子粉末回折からLaFe2AsNの磁気

構造はストライプ型の反強磁性体であることを明らかにし、第一原理計算の結果も実験結果と整

合した。LaFe2AsNはLaFeAsOと類似な磁気・電子構造を有するので、鉄系超伝導体の新しい母物

質になり得ることを示唆している。第5章　GeneralConclusions（総括）では、本研究で得られた

知見をまとめ、これからの展開の可能性について述べている。

以上を要するに、本論文は層状金屑窒化物系で新しい超伝導体Ca2InNと新化合物LaTh転AsN（ThI
＝Fe，Co，andⅣi）を見出し、その電子・磁気物性と電子構造を明らかにしたもので、博士（工学）

に値すると判断された。
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